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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名     見附市立見附中学校           

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ■中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 954－0012  

        新潟県見附市島切窪町６４４番地２            

  E-mail   michu@mitsuke-ngt.ed.jp                 

  Website   http://www.mitsuke-ngt.ed.jp/~michu/          

  児童生徒数  男子 139 名   女子 125 名  合計 264 名 

        児童・生徒の年齢 13 歳～ 15 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

■ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（ 地域貢献 ） 

 

 

 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

環境とともに生きる社会を目指して 

～自然・仲間・地域～ 

mailto:michu@mitsuke-ngt.ed.jp


 2 

 昨年度までの活動において、私たちの豊かな生活は自然の恵みだけでなく、仲

間や家族そして地域の方々に支えられていることに気づいた。 

そこで、私たちは自然の恵みからもたらされる“資源”を大切にするだけでな

く、活動をともにしている“仲間”を大切にし、生活を支えている“地域社会”

に貢献できる人になることを目指した。まずは、私たちの身近な地域に目を向け

て、この環境の大切さを周知して活動参加を呼び掛けたり、活動のねらいに沿っ

て仲間と活動したりすることを通して、目の前に現れた課題を自分たちの手によ

って解決する、主体的に率先して行動できる人になることを目指した。 

 

【防災学習】～自然・地域～ 

 過去の災害の資料から、防災意識や避難生活に関する知識を高め、災害が起き

た時に進んで地域に貢献できることを目指し、さまざまな体験活動にチャレンジ

した。見附市消防本部や見附市企画調整課の方々を講師に迎え、避難所の設営や

担架の作り方などを学んだ。また、避難所での疑

似的体験（学校での宿泊体験）から、避難時の問

題点とその改善点を考える活動を行った。 

災害時には、救助される側から救助する側とし

ての意識も高まり、市防災訓練への参加生徒も増

えた。さらには、地域の事業所への職場体験時に

は、防災への取組内容を聞くなどして地域の防災

対策を学び得ることができた。 

 

【ＥＳＤ活動の推進】～自然・仲間～ 

 生徒会の専門委員長らがユネスコスクールリー

ダーとなって、自然保護・仲間づくり・地域貢献

について、自分たちにできることは何かを考え、

自主的な活動を展開した。学校周辺の整備活動（見

中坂の清掃）をはじめ、地域の食材を使った給食

献立づくりや回収した古紙を使用したメモ用紙づ

くり等。その取組の様子を便りや学校放送で紹介

しながら、ＥＳＤ活動を推進していった。また、「いじめ見逃しゼロスクール集

会」を継続的に行ったり、夏休みには、中学校区３つの小学校の６年生と一緒に

「絆を深める集会」に取り組んだりした。 

 

＜見中坂の清掃＞ 

見附中学校へ向かう坂道（見中絵道）には、生徒・卒業

生らが制作した絵画が展示されている。この坂道の清掃と

通る人たちに絵画を楽しんでもらう目的で、10 年以上前

から生徒会を中心に絵道の整備をしている。 

毎年、多くの生徒がボランティアとして、絵画の入替作

業や清掃活動を行っている。 

 

【見中ミュージックフェスタ（ＭＭＦ）：合唱コンクール】～仲間・地域～ 

 合唱は見附中学校が誇る伝統の一つである。合唱練習を通して、自らの課

題を見つけたり解決したりする活動を展開し、互いに学び合う力や高め合う

気持ちを育み、その成果としての美しいハーモニーを保護者・地域の方々に
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聴いてもらうことを目的として、見中ミュージックフェスタ（ＭＭＦ）を市

文化ホールで毎年行っている。 

 各クラスで選出されたリーダーを中心に、合唱練習の計画を立て、練習に

取り組んだ。また、実行委員会を組織し、ステージ練習の調整やプログラム

の作成、リハーサルの運営から当日の進行までを行った。全校で合唱コンク

ールを成功させるために、美術部がステージアートを創作したり、放送委員

会が学級の様子や合唱曲の紹介を行った

り、吹奏楽部や特設合唱部は新たな曲を披

露しようと練習に励んだ。その他にも、東

日本大震災の復興支援として、当日にはＰ

ＴＡ厚生部が主体となって製作した缶バ

ッチを販売し、義援金を集めた。（この缶

バッチのデザインは、生徒が描いたもので

ある。） 

学校が一つになって取り組んでいるこ

の学校行事は、毎年、地域の方々から賞賛

の声を頂いている。 

 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

■ その他（ 生徒会活動           ） 

 


